
第３号様式（第７条関係） 

 

ＳＤＧｓおおたゴールドスカイパートナー宣言書 

 

(宛先)大田区長 

 

私たちは、ＳＤＧｓの内容を理解し、以下のとおり、大田区とともにＳＤＧｓの推進に取

り組むことを宣言します。 

 

＜宣言日＞2025 年 4 月 17 日 

事業者情報 

事業者名 大田区廃棄物処理協同組合 

代表者 職・氏名 
職名 代表理事 

氏名 石子雅則 

ホームページ URL（任意） https://ohaikyo.or.jp/ 

事業者ロゴ（任意） 
 

事業者としての 2030 年のあるべき姿 

人口減少、少子高齢化、労働力不足、エネルギー問題といった、2030 年頃に表面化する

社会問題、「2030 年問題」に対応できる事業協同組合及び構成員でなくてはなりません。

重要なキーワードは「働き方改革の推進」「DX の推進」「地域との連携」「脱炭素経済へ

の移行」「サステナビリティ経営」と考えています。DX を駆使し作業者の負担を減らしな

がら電動トラックや深夜帯の作業等、環境への負荷を減らす方策を推進しながら、地域出

身者を雇用し、地域に根ざした時代と環境に対応できる事業者像を求めていきます。 

 

これまでに取り組んでいる・これから取り組みたいＳＤＧｓ17のゴール・目標（複数選択可） 

（これまでに取り組んでいるゴール・目標：○ これから取り組みたいゴール・目標：●）  

      

〇 〇     

      

   〇 〇 〇 

     

 

〇    〇  



目標の達成に向けた重点的な取組内容等 

分野 

(該当分野に 

チェック) 

(複数選択可) 

ＳＤＧｓゴール

(メイン・サブ)

の数字を記入 

（複数記入可） 

目標の達成に向けた重点的な取組 

①  

経済 ☐ 【メイン】11 

 

【サブ】12、13 

 

・廃棄物処理業を通じて住みやすい安全な地域作りや

地域の美化に貢献をする 

・排出物の分別や適正排出を推進することにより、地

域におけるリサイクルを促進する 

社会 ✓ 

環境 ✓ 

②  

経済 ✓ 【メイン】1 

 

【サブ】2、10，12 

 

・地域における貧困や経験格差を無くし誰もが笑顔で

夢を見られる社会作りに貢献する 

・業界の抱える人材難とリンクさせ地域内での雇用機

会を創出することで、様々な若者の羽ばたく未来を応

援する 

社会 ✓ 

環境 ☐ 

③  

経済 ☐ 【メイン】17 

 

【サブ】11、12 

 

・地域住民の廃棄物に関する様々な問題や相談を大田

区役所と当組合の連携したパートナーシップにて解

決を図っていく 

社会 ✓ 

環境 ✓ 

 

進捗報告 

 進捗状況（１年目） 進捗状況（２年目） 進捗状況（３年目） 

①  

継続的に小中学校から排出

される給食残渣・空牛乳パ

ックのリサイクル事業に従

事している。 

各組合員の顧客に呼びか

け、雑がみ（ミックスペー

パー）リサイクルを推進し

ている。 

  

②  

子供たちの経験格差に着目

し「大田区小中学生 あな

たの夢！作文コンテスト」

を主催し立ち上げた。 

  

③  

相談窓口を設置し、年間を

通じて区民の方や区内事業

者の方々の廃棄物相談を行

っている。 

  

 


